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「ぬまづまちピカ応援隊について」 

 

沼津市市民協働課 

 

 沼津地区環境保全協議会の皆様には、平素より本市の施策についてのご支援、ご協力を

賜り厚くお礼申し上げます。このたび、コラム執筆の要請がありましたので、「ぬまづまち

ピカ応援隊」について紹介させていただきます。 

 

１ ぬまづまちピカ応援隊とは 

沼津市では本年４月１日から、市民や企業の皆さんと協働して美しいまちづくりに取

り組む「ぬまづまちピカ応援隊」をスタートしました。 

道路や公園及び緑地などの市が管理する公共施設において、まちピカ応援隊として、

ごみ拾いや花壇の手入れ、除草などの環境美化活動に取り組んでいただける市民の方、

企業、市民団体等に、軍手やほうきなど物品の支給や傷害保険への加入などの支援を

行うほか、市ホームページ等での活動の紹介をいたします。 

 

２ まちピカ応援隊参加するには 

まずは沼津市市民協働課にご相談ください。希望する活動場所と内容について、担当

課を紹介いたします。人数や頻度、支援内容等について担当課と協議の上、必要書類

を提出いただき、合意書を締結後、実際の活動が始まります。 

既に複数の団体がまちピカ応援隊にお申し込みをしていただいております。 

皆様もこの機会に、環境美化活動に参加しませんか。 

 

対象団体 

 （１）年２回以上の活動を実施する団体 

 （２）構成員が３名以上の団体 

 （３）本市に住所を有する者又は市内に通勤し、若しくは通学している者が主な構成員

となっている団体 

  その他、詳細は沼津市ホームページをご覧ください。 

  市ホームページ  http://www.city.numazu.shizuoka.jp/ 
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「ぬまづまちピカ応援隊」イメージ図 

 

相談先（担当課の連絡先） 

既に活動場所の希望がある方々     

 ・公園（愛鷹運動公園など）      ：緑地公園課 TEL 934-4795 

 ・道路や駅前（駅南北ロータリーなど） ：維持管理課 TEL 934-4788 

 ・漁港施設・海岸（大瀬崎など）    ：水産海浜課 TEL 934-4753 

 ・保安林（香貫山など）        ：農林農地課 TEL 934-4750 

 

その他 

 ・制度や概要に関すること       ：市民協働課 TEL 934-4807 
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東海クリーンシステム株式会社を訪ねて 

 

芝浦セムテック㈱ 鈴木邦彦 

 

平成２６年６月１９日（木）午後２時、沼津地区環境保全協議会メンバー４名で沼津市で

廃棄物処理業を営む東海クリーンシステム株式会社を訪問しました。東海クリーンシステ

ム本社、同グループの株式会社エコ・プロジェクト、処分先の株式会社レックスでのＲＰ

Ｆ＊１製造工程を案内していただきました。 

＊１ＲＰＦ（Refuse Paper & Plastic Fuel） 

＝紙くずと廃プラスチックを原料とした固形化燃料 

 

【会社概要】 

東海クリーンシステム株式会社 

所在地   ：沼津市小諏訪 45-4 

代表者   ：江本 真子 

資本金   ：1,000万円 

創業    ：昭和 52年 

グループ会社：株式会社エコ・プロジェクト 

所在地   ：沼津市小諏訪 45-2 

従業員数  ：20名 

 東海クリーンシステム株式会社は、グルー

プの株式会社エコ・プロジェクトとともに一

般・産業廃棄物収集運搬及び中間処分を通じ

て循環型社会の形成をめざし適正処理・再資

源化を推進し、各社が悩む廃棄物の処理問題

に対し様々な解決方法を提案されていました。

対応エリアは一般廃棄物が沼津市、長泉町、

清水町の１市２町、産業廃棄物は静岡県全域

をカバーし、600 以上の顧客と契約を結んで

おり、信頼を得ている事が感じられました。 

 

【株式会社レックス ＲＰＦ製造工程】 

 東海クリーンシステムが収集した 

「廃プラ」「紙くず」が持ち込まれ、 

適切な割合で混合、一次破砕、磁選機 

による金属の除去、塩化ビニールの除去 
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を経てさらに細かく破砕され成形され 

直径約２０mm のＲＰＦが出来上がりま

す。 

成形品は化石燃料と同等以上の熱量を持

ちサーマルリサイクル品として有効利用

されています。 

成形品置場も温度監視がされ、火災対策

もしっかりされていました。 

 

 

【東海クリーンシステム株式会社】 

東海クリーンシステムでは１２品目の産

業廃棄物の収集運搬許可を持ち、               

２２台の車両を所有し、事業展開をして

います。 

各企業から排出される様々な廃棄物に 

対し、再資源化のチャンネルを多く持ち、

環境に対する積極的な経営姿勢を感じま

した。 

 

 

１）機密書類を徹底した情報管理の元でペットシーツ等へのリサイクル 

２）使用済天ぷら油をＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）、薬用ハンドソープへ 

３）廃蛍光管、廃乾電池類のマテリアルリサイクル 

など様々なリサイクルとしての方法を紹介いただきました。 

 

また最近の廃棄物行政のトピックスとしてＷＤＳ（Waste Date Sheet：環境省が「廃棄物

情報の提供に関するガイドライン」で策定した 廃棄物情報を示すためのデータシート）の

重要性など事業者が適正処理に対し必要な情報も提供していただきました。 

 

現在排出事業者には、法令において産業廃棄物の運搬又は処分を一年以上にわたり継続し

て産業廃棄物処理業者に委託するときは、毎年一回以上定期的な実地確認が定められてい

ますが、東海クリーンシステムでは場内の整理整頓や、社員教育、契約書等の文書管理が

行き届いており実地確認の際にも安心感の伝わる事業所であると感じました。 
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【株式会社エコ・プロジェクト】 

搬入された廃棄物の最終処分をおこなうため、再資源として利用できるものを選別・回収

して、破砕処理と溶融固化・圧縮の中間処理を行う施設です。発砲スチロールの溶融固化

では容積を５０分の 1にしインゴットにして再生ペレットの原料として出荷しています。 

このリサイクルにより、石油からＰＳ樹脂を製造する工程で排出される CO2削減に効果を

あげていました 

 

 

今回の見学では排出した廃棄物が様々な形でサーマル、マテリアルリサイクル品として

再資源化されているか改めて参考になりました。各企業の皆様も、処理で悩んでいる廃棄

物があれば一度ご相談されてはいかがでしょうか。 

最後に今回の訪問に際し丁寧な説明・案内をしていただきました東海クリーンシステム 

株式会社の芹澤様、株式会社レックスの寺井様、神代様以下多くの皆様にお礼を申し上 

げます。 
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沼津市環境政策課だより 

 

「きれいな水と空気で いやされるまち」を目指して  

環境政策課長  杉山 康 

 

日ごろ、「沼津地区環境保全協議会」の皆様には、本市の環境行政及び環境保全につきまして、

ご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 本市では、貴協議会をはじめ多くの市民の皆様の参画をいただき策定しました「沼津市環境基本

計画」に基づき、環境関連施策や市民協働重点プロジェクトの推進を図っているところです。 

 本計画には、事業者に期待されている環境目標・取り組みが数多く例示されておりますが、今回

は『水と空』という機関紙名にちなみ本計画の中から以下の取り組みについてご紹介させていただ

きます。 

 

きれいな水と空気で いやされるまち 

１ 水質の監視 

（１）水質事故のないよう注意を払う 

（２）定期的に工場排水の水質を測定する 

   

２ 事業排水対策 

（１）事業所から出る汚水を削減する 

（２）事業排水の処理施設を設置する 

（３）有害な化学物質の削減または代替化を進める 

 

 

１ 大気環境の監視と工場等の排気ガス対策 

（１）工場・事業所における各種排出物質の規制基準の遵守、より一層の排出削   

減に努める 

（２）工場・事業所における大気汚染防止設備や技術の導入、燃料使用の適正化・  

効率化などの自主的な排出削減対策に努める 

 

２ 自動車からの排気ガス対策 

（１）業務等で自転車を利用する 

（２）社有車よりも公共交通機関を利用する 

（３）社員や搬入業者にアイドリングストップなどのエコドライブを徹底させる 

        

 

１ 騒音・振動・悪臭対策 

（１）建設工事などでは､低騒音､低振動型の機械の使用や遮音壁などの防音施設  

の配置に配慮する 

（２）低騒音・低振動型の施設や設備を導入する 

（３）車の急発進や急加速をせず、エコドライブを心がける 

（４）臭気指数規制を遵守する 

 

 今回は、事業者に期待される取り組みを簡単にご紹介させていただきましたが、本計画では環境

目標ごとに様々な事例が紹介されています。取り組みについては本計画の第４章に記載されており

ますので、各事業所での取り組みをお願いいたします。 

水質 

大気 

騒 音

振 動

悪 臭 
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☆ ４月２２日 

  【広報部会】    （１）平成 26年度機関誌『水と空』企画・校正について 

          (２) その他 

 

☆ ５月２０日 

  【事業部会】  （１）事業部会活動について 

（２）その他 

 

☆ ５月２８日 

【定時会員総会】  

      〈総会〉（１）平成 25年度事業報告及び収支決算承認の件 

（２）平成 26年度役員改選の件 

（３）平成 26年度事業計画(案)・収支予算(案)決定の件 

 

〈記念講演会〉テーマ 「エコのまち沼津」を目指して -事業者の皆様へのお願い- 

講 師  沼津市生活環境部環境政策課 
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